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話の構成
• 「京」と戦略プログラム
• ポスト「京」
• ポスト「京」重点課題と「萌芽的課題」
• まとめ



話の要点(1)

•「京」コンピュータは2006年度に開発が始まり、2012年
度から共用開始した。ピーク性能10PFを超えるスパコン
である。

• 「京」コンピュータの利用で成果を出すため、5個の「戦
略分野」が設定された。これらはそれぞれアプリケーショ
ンソフトウェアの開発から実際の大規模計算によって成果
を出すまでを担った。

• 宇宙分野は、戦略分野5「物質と宇宙の起源と構造」の一
部として、超新星、宇宙論的構造形成、銀河形成、惑星形
成、太陽等のシミュレーションを行った。

• ポスト「京」は2020年頃完成、「京」の最大100倍程度の
アプリケーション性能を目指す。



話の要点(2)

• 宇宙関係は重点課題9「宇宙の基本法則と進化の解明」: 超
新星から大規模構造・ダークマターハローくらいまで (公
募・採択済)

• もうひとつ「萌芽的課題」(4課題、現在審査中)の中に「太
陽系外惑星(第二の地球)の誕生と太陽系内惑星環境変動の
解明」

• 本セッションでは、この課題実施に向けて、プロジェクト
の状況を共有しサイエンスの課題を議論したい。



「京」コンピュータ
ピーク性能 10.62PF

メモリ容量 1.26PB

Top 500 #1 2011/6, 11

Gordon Bell Prize 2011,

2012

• 日本として初の「国策プロジェクト」による「世界一」を
目指したスパコン

• 総開発費およそ1100億円 (年間運用経費120億円)

• 2009年の仕分け「2位では駄目なんですか」とかあったが
予定通り完成



戦略プログラム
公式説明:
HPCI戦略プログラムは、社会的・学術的に大きなブレーク
スルーが期待できる分野（戦略分野）において、HPCIを活
用した成果の創出と、研究推進・研究支援や人材育成等を進め
ていくための体制整備を進めていくものです。
以下の5分野:

戦略分野1　予測する生命科学・医療および創薬基盤
戦略分野2　新物質・エネルギー創成
戦略分野3　防災・減災に資する地球変動予測
戦略分野4　次世代ものづくり
戦略分野5　物質と宇宙の起源と構造



戦略プログラム分野5
「研究開発課題」

• 格子QCDによる物理点でのバリオン間相互作用の決定

• 大規模量子多体計算による核物性解明とその応用
• 超新星爆発およびブラックホール誕生過程の解明

– 超新星、連星中性子星合体

• ダークマターの密度ゆらぎから生まれる第１世代天体形成
– ダークマターハロー構造形成、銀河形成、BH成長、惑
星形成、太陽

(「京」、戦略分野ともに現在事後評価中)



ポスト「京」
• 2011 年度くらいから色々検討開始

• 2012-13 年度「フィージビリティスタディ」

• 2014年度プロジェクトスタート。当初は汎用部+加速部。
7月に計画変更。汎用部のみに。

• 「京」100倍の性能をアプリケーションで実現 (できるも
のが少なくとも1つはあること)が目標

• 開発コスト1300億円、消費電力 30-40MW。



ちなみに:ポスト「京」における課題
技術的な問題

• ムーアの法則のおわり

– トランジスタの微細化が限界
– コスト上昇
– 消費電力の低下ストップ

• アーキテクチャの限界

– 共有メモリマルチコアプロセッサは、80年代終わりの
共有メモリベクトルプロセッサと同様に設計上限界

– 新しいアーキテクチャ(VPP500 みたいな、、、)が必要



ちなみに:ポスト「京」における課題
経済的な問題

• プロセッサ等の開発費の上昇

– 「スパコン」だけでは成り立たない
– 元々日本メーカーはスパコンだけではなりたってなかっ
た。メインフレームありき

– 商業的に成立していない

• 日本における半導体産業の問題

– 最先端の半導体製造産業は既に日本に存在していない
– スパコン「自主開発」にどういう意味があるのかわか
らない



課題への対応
• まあその加速部には色々対応策をいれたんだけどなくなっ
たので特になにも将来対応しなくなった

• 汎用プロセッサは富士通独自プロセッサを開発、メニーコ
ア、ワイドSIMD アーキテクチャ。Xeon/Xeon Phi を
富士通アーキテクチャで作るみたいな。

• コア間同期とかはハードウェアサポートで速い。頑張って
チューニングすれば実行効率は出せる (と期待している)



アプリケーションからみたポスト「京」
「京」に比べると

• 1チップのコア数すごく増える

• SIMD 幅もすごく増える

• 総チップ数はあんまり変わらないくらい
• メモリバンド幅は多分そこそこ
• ネットワークはあんまり速くならない

まあすごく使いやすいというわけにはいかない。Xeon Phiよ
りはいいかも。

使いこなして成果を出すためのアプリケーション開発=重
点課題、萌芽的課題



ポスト「京」重点課題と「萌芽的課題」
• よくわからないが文科省の方針が変わって「戦略分野」で
はなく「重点課題」ということになった。

• 2014年度にあった委員会で重点課題9課題と、「萌芽的課
題」4課題が選定。重点課題はこの年に公募・採択。萌芽
的は3月末に公募でた。

• 牧野代表、井田・林・草野・梅村がサブ課題責任者で応募
した。











ポスト「京」重点課題と「萌芽的課題」
• よくわからないが文科省の方針が変わって「戦略分野」で
はなく「重点課題」ということになった。

• 2014年度にあった委員会で重点課題9課題と、「萌芽的課
題」4課題が選定。重点課題はこの年に公募・採択。萌芽
的は3月末に公募でた。現在審査中。

• 重点課題の中に「宇宙の基本法則と進化の解明」。但し、
これは超新星、宇宙論ははいるが銀河形成・星形成・惑星
形成とかは入らない

• 萌芽的課題「太陽系外惑星(第二の地球)の誕生と太陽系内
惑星環境変動の解明」で惑星科学・重点課題にはいってな
い宇宙科学を推進する



まとめ
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中に「太陽系外惑星(第二の地球)の誕生と太陽系内惑星環
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まとめ
• ポスト「京」は2020年頃完成、「京」の最大100倍程度の
アプリケーション性能を目指す。

• 宇宙関係は重点課題9「宇宙の基本法則と進化の解明」: 超
新星から大規模構造・ダークマターハローくらいまで (公
募・採択済)

• もうひとつ「萌芽的課題」(4課題、現在応募したとこ)の
中に「太陽系外惑星(第二の地球)の誕生と太陽系内惑星環
境変動の解明」

• 本セッションでは、この課題実施に向けて、プロジェクト
の状況を共有しサイエンスの課題を議論したい。

• いやまあ採択されればですが。


